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論文内容の要旨

最近の高速液体クロマトグラフィーの発展にはめざましいものがあるが，逆相系， n国相系，いずれを

とってみても利用されている固定相(充損剤)の種類はかぎられており，多様な化学物質の分類と分析

に適した固定相の開発研究は，今後ますます盛んになるものと考えられる。

本論文は，固定相官能基としてクラウンエーテルおよびそのポリマーを用いる新しい液体クロマトグ

ラフィーと，その応用範囲について述べたもので，内容は，緒言，本文 5 章および結論からなっている。

緒言では，この研究分野の現在までの概要を述べ，本研究の意義および目的を記述している。

第 1 章では，ベンゾー 1 5 ークラウンー 5 を有するポリおよびピス(クラウンエーテル)・シリカ型充填

剤の合成と，そのイオンクロマトグラフィーへの応用について述べている。乙の充填剤は，アルカリ金

属イオンを始めとする種々のイオンを良好に分離するが，充填剤を構成するポリおよび、ピス(ベンゾー 15

ークラウンー 5) の錯形成能がクロマトグラフ挙動に反映し，カリウムイオンに対して特に大きな保持力

を示す乙とを見出している。

第 2 章では，ベンゾー 1 8 ークラウシー 6 を有するポリおよびビス(クラウンエーテル)・シリカ型充填

剤の合成と，そのイオンクロマトグラフィーへの応用について述べている。乙れらは，セシウムイオン

に対して大きな保持力を示し，カラム温度を上昇させる乙とにより分離時間の短縮が可能となる乙とを

認めている。

第 3 章で用いた 1 2 ークラウンー 4 を有するポリ(クラウンエーテル)・シリカ型充填剤は，ナトリウム

イオンに対して選択的な保持力を示し，担体となるシリカゲソレを破砕状のものから球状のものに変える

とともにピーク形状に改善がみられる。乙の充填剤では最適条件下で，リチウム，ナトリウム，カリウ

円
〆
“

「
h
u

つ
.
υ



ムの各ア jレカリ金属カチオンを，わずか 2.5 分以内の短時間で分離する乙とが可能である。

第 4 章では，ポリベンゾー 1 8 ークラウンー 6 を有する充填剤の逆相系クロマトグラフィーへの応用

について検討している。乙の充填剤では移動相にカリウムイオンを添加することにより，固定相と有機

溶質の聞に疎水性相互作用に加え，静電的相互作用が期待でき，新しい形式の逆相クロマトグラフィー

に発展できる可能性を示している。

第 5 章では，ベンゾー 1 5 ークラウンー 5 を有するポリ(クラウンエーテノレ)・シリカ型充填剤のキャラ

クタリゼーションを FT- IR , ESCA , SEM , GPC などの万法で行ない，分子量が少なくとも 3， 000

のポリクラウンエーテノレによる均一な有機相の形成を確認している。

結論は，本研究で得られた知見をまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，分離性能と操作性にすぐれた新しい液体クロマトグラフ用充填剤を開発する乙とを目的と

し，多種類のポリおよびビス(クラウンエーテノレ)を固定化したシリカゲ、jレを合成し，その特性を評価

する乙とによってアルカリおよびアルカリ土類金属イオンおよび種々のイオン性有機化合物の新しい分

離分析手段を提供したもので，次のような知見または結論を得ている。

(1) シリカゲ、ノレ微粒子(平均径 1 0μm) 上に化学結合によってクラウンエーテルおよびポリ(クラウン

エーテノレ)を固定化する方法を開発し，アルカリおよびアルカリ土類金属イオンのイオンクロマトグ

ラフィーに適した充填剤を得る乙とに成功している。

(2) ポリ(クラウンエーテル)を固定化したシリカゲ、ノレを逆相系液体クロマトグラフィーの充填剤とし

て用い，イオン性の有機化合物の分離分析に応用する新しい方式を提案している。

(3) 種々の表面分析手段を駆使して，合成したポリ(クラウンエーテノレ) ・シリカ充填剤のキャラクタ

リゼーションを行ない，シリカゲ、Jレ表面の分析に成坊している。

以上の結果は，アルカリおよびアルカリ土類金属イオンならびに種々のイオン性有機化合物の分離分

析法に関して新しい基礎的知見を得たものであり，分析化学ならびに工業化学の発展に貢献すると乙ろ

が大きい。よって，本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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